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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、通学形態が心身機能や身体活動を含めた日常の生活行動とどのような関連があ

るのかという点について検討を行うことを目的とした。東海地区山間部の小規模公立小学校の
児童 4～6年生 59 名を対象として、通学形態、心身機能および生活行動に関する質問紙調査、
生化学指標の測定および 1週間に亘る身体活動量の連続測定を実施した。その結果、日常的な
気分・心身症状の程度や生活行動を含めた身体活動の増減は通学形態と関連があることが示唆
された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study was to investigate the effects of commuting to school on 

psychosomatic health and physical activity in children. Subjects were 59 nine- to 
twelve-year-olds Japanese children of the small school in the mountain area. Scores for 
psychosomatic health were assessed. The continuous pedometer counts for a week and 
the biochemistry indexes were collected. Regularly walking to school was associated 
with increase of the physical activity and good health. These findings indicated that 
active commuting to school may have a positive impact on physical activity and health 
outcomes. 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学、応用健康科学 
キーワード：学校保健、通学形態、心身機能、身体活動、生活リズム 
 
１．研究開始当初の背景 
近年の急速な少子化や市町村合併の進展

は、学校統廃合への推進力となっている。学
校統廃合により生じる問題の一つに、通学距
離の延伸化や通学時間の延長化といった遠

距離通学となる児童生徒の増加が挙げられ
る。 

通学距離基準については、文部科学省（昭
和 33 年）は「小学校は概ね 4km 以内、中学
校は 6km 以内であること」とし、「通学距離・



（２）質問紙調査 通学時間の児童生徒の心身に与える影響、児
童生徒の安全、学校の教育活動の実施への影
響などを十分検討し無理のないよう配慮す
ること」との通知を行っている（文部科学省、
昭和 48 年）。 

通学形態、心身機能および生活行動に関し
ては、①通学形態（距離、時間、方法、通学
環境）、②自覚的心身症状・ストレス、③学
校生活および自宅での生活の様子（塾・習い
事、学習状況など）、④運動習慣および体力
の自己評価、の各項目について、自記式質問
紙調査を実施した。 

学校統廃合に伴う通学形態の変更が児童
生徒の心身機能や身体活動に及ぼす主たる
影響として、次の二点が考えられる。 

  
（３）生化学指標の測定 （１）身体活動の減少 

客観的ストレス評価指標として、登校直後
と 4 時間目終了直後（昼食前）の各時点にお
ける唾液を採取し、唾液中コルチゾール、ク
ロモグラニン A を測定した。採取作業は対象
者本人が実施した。 

徒歩から長時間のスクールバス・車利用と
いうような低活動型への通学手段の変更は、
従来通学時間に確保していた徒歩による身
体活動を大幅に減弱させる可能性があり、日
常的な身体活動量が大幅に減少することも
考えられる。  

（４）身体活動の測定  
（２）心身機能への負担増加 体幹方向（一軸）の加速度センサーを内蔵

する体動計（Kenz ライフコーダ EX4 秒版、
スズケン社製）を腰部に装着し、歩数および
運動強度について、休日を含む 1 週間連続計
測を行った。なお、入浴時や水泳時には非装
着とした。 

通学の長時間化に伴い、学校生活以外の生
活時間が短くなり、日常生活行動の制約は
質・量ともに大きくなると考えられる。また、
長時間通学による心身への負担が長期化・蓄
積すると、生活構造にひずみをきたし、積極
的な身体活動を控えるというようなことも
推測される。 

 
（５）統計処理 
統計処理は、SPSS 16.0 for Windows

（SPSS Inc. Japan）を用いて行った。 
上記のように、遠距離通学に伴う心身機能

への負担増加、大幅な身体活動減少、それに
付随した体力低下など、子どもたちの置かれ
ている教育環境は今後より一層厳しさを増
すものと考えられる。しかしながら、これま
でに通学形態が心身機能や身体活動に及ぼ
す影響について、長期に亘り定量的にかつ詳
細に検討した研究はみられない。 

得られた各測定値の相互の関連性につい
ては、spearman の順位相関係数を算出した。   
本助成による 2009 年度までの研究結果にお
いて、通学距離は心身機能の負担と関連があ
ることが示唆された。このため、通学距離を
制御変数とした偏相関係数を算出し、検討を
行った。有意水準は 5％未満とした。  

  
２．研究の目的  

４．研究成果 これらの状況をふまえ、本研究では児童の
通学形態が心身機能や日常的な身体活動と
どのような関連があるのかという点につい
て、質問紙調査および定量的手法により検討
することを目的とした。 

（１）対象者の通学条件 
通学時間が 30 分を超える児童は約 24％

（14 名）おり、最長は 1 時間であった。通学
距離が現行基準（4km 以内）を超える児童は
17％（10 名）であり、10km を超える児童も
みられた。通学手段については徒歩が半数以
上を占め、スクールバス、コミュニティバス
および自家用車（家族による送迎）である児
童は全体の 36％（21 名）であった（図 1）。 

 
 
３．研究の方法 
（１）研究対象 

本研究の対象校は、東海地区山間部の複式
学級を設置している小規模公立小学校 3校で
あった。いずれもこれまでに学校統合を実施
済みであった。 

 
   
   
 対象者である児童および保護者に対して、

研究目的とプライバシーの配慮について口
頭および文面により説明を行った。児童およ
び保護者からの本研究への同意・協力が得ら
れた 4～6 年生 59 名を対象とし、平成 21 年
1 月～同 22 年 2 月にかけて各種測定および
調査を実施した。 

   
 
 
 
 
 

  



 （２）自覚的心身症状・ストレスおよび生活  
行動  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

通学時間 n.s. n.s. .36**
徒歩時間 n.s. n.s. .42**

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

通学時間 n.s. n.s. n.s.
徒歩時間 -.37** -.38** -.28*

**p<0.01, *p<0.05

登校日

休日

表２　通学形態と運動強度
（低強度）との関連

低強度

低強度

 通学時間が長くなると、通学環境（学校ま
での距離、通学路の安全）への負担感（r=0.26
～0.27, p<0.05）や「遅刻へのプレッシャー」
（r=0.24, p<0.05）に増加がみられた。生活
行動では「遊びに出かけるのが好き」（r=0.24, 
p<0.05）といった積極性に関わる意識が低下
するなどの様子がみられた。一方、腹調不振
の訴えは減少する傾向がみられた（各質問項
目は反転形式, r=0.31, p<0.05）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 通学中の徒歩時間が長くなると、通学環境

への負担感に増加がみられた（ r=0.29, 
p<0.05）。一方、腹調不振の訴えは有意に減
少し（r=0.31, p<0.05）、「日中ぼんやりする
こと」についても減少する様子がうかがえた
（各質問項目は反転形式, r=0.22, p<0.05）。
昼食前のクロモグラニン A（タンパク補正後）
には低下がみられた（r=-0.27, p<0.05）。 

 
 
 

 
 
 
 
 これらの結果より、通学時間は日々の通学

環境ストレスや自覚的心身症状と関連があ
ることが示唆された。 

 
 
  
 （３）身体活動 
 

Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

通学時間 .63** .25* .39** n.s. n.s. n.s.
徒歩時間 .71** .33* .47** .24* n.s. n.s.

Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

通学時間 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
徒歩時間 -.30* -.27* -.34* -.26* n.s. n.s.

**p<0.01, *p<0.05

中強度 高強度

高強度中強度

休日

登校日

表３　通学形態と運動強度（中・高強度）との関連

通学距離を制御変数として求めた各指標
間の偏相関係数を表１～表３に示した。  

 通学中の徒歩時間や通学時間と登校日（平
日）の一日あたりの運動量、歩数、中程度の
運動強度の活動などには有意な関連がみら
れ、徒歩時間が長くなるほど日中の身体活動
量が増加した（ r=0.24 ～ 0.71, p<0.01 ～
p<0.05）。 

 
本研究では、自覚的心身症状の程度や身体

活動量の増減には通学条件による影響がみ
られたことより、通学形態は日常的な心身負
担や生活行動を含めた身体活動と関連があ
ることが示唆された。 一方、休日では通学中の徒歩時間と休日の

一日あたりの総消費量、運動量、歩数、低・
中程度の運動強度の活動などとは負の関連
がみられ、徒歩時間が長くなるほど休日中の
身体活動量は減少する様子がみられた
（r=-0.26～-0.38, p<0.01～p<0.05）。 

児童生徒の健康管理と安全維持のための
適正な通学条件の導出のため、地域環境特性
の影響を明らかにするとともに、学校統合前
後を含む縦断的な調査結果に基づく検討を
今後の課題としたい。 
 通学中の徒歩時間は特に中程度の運動強

度の活動とより関連がみられたことより、児
童の発育発達において、通学中の徒歩時間を
十分に確保することの必要性が示唆された。 
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